
令和４年度　学校自己評価ｼｰﾄ　(山口学院　霞ヶ関高等学校)

目指す学校像
　(ミッション)

１．　授業や学校行事の工夫と改善に努め、生徒が生き生きと取り組めるように心掛ける。（授業・行事の工夫と改善）
　　本年度の ２．　挨拶や礼儀をはじめとする基本的生活習慣の育成に努める。（生活習慣の改善と定着）
　　重点目標 ３．　進路に対しての考えを深めさせ、希望進路実現に向けた積極的な行動を促す。（進路指導の充実）　　

４．　校内環境を整える。環境が人間の成長に重要な事を理解させながら、物事を広く深い視野で洞察できる人格の育成に努める。十分なウイルス対策を講じる（校内環境の整備）

　　　　　　　　　　　　　　　年　　度　　当　　初 　　　　　        　最   終   評   価   ( ３月　) 　学　校　関　係　者　評　価
番号 評価項目 　　　　　　　現　　　状 　　　　　　具体的方策 　　　　　　　評価指標 　　　経過･達成状況 達成度 　　次年度の課題と改善策
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生徒指導件数0件というのは、とて
も素晴らしいい結果だと思いま
す。、様々な生徒が在籍している通
信制高校ということもあり、今後とも
先生一人一人が自分のクラスだけ
でなく、より多くの生徒に目を向け
声掛けをしていただけたらと願って
います。

例年以上に希望進路実現を果たし
た生徒が増えたことは、とても良い
ことです。スタディサプリの利用に
ついては、高校側の更なる改善・工
夫を求めます。

「知の背伸びをしよう」を掲げ
る図書室。今年度は新書を中
心に哲学・社会学や自然科学
関係の本を多く入庫した。そ
の影響で昨年度よりも利用者
が減っている。それでも尚、
知・徳・体ともに背伸びをする
ことの大切さを説く工夫に努
めたい。不断の教育活動が生
徒と学び舎とが共に育つ一番
大切な事であるのだから。

トイレの改修がなされたため、校内
環境が更に向上したと感じます。
図書室利用者が減ったのは残念で
す。とても良い本が揃っているの
で、授業やHRなどでも生徒が利用
したくなる工夫がなされたらと願っ
ています。

行事が再開した事で生徒と先生の
関りが授業以外でも増えたことは、
とても良かったと思います。来年度
も同様に様々な活動が出来、学校
生活での沢山の場面で生徒同士や
生徒と先生方との絆が深まることを
期待します。

進路に対する意識に個人差
が大きい。この課題の対策
は、進路指導部だけではなく、
個々の教師が各家庭と連携し
ながら生徒に寄り添い意識変
容を図って行くしか無いと考え
る。「進路を考えることは、生
き方を考えること」ということを
生徒・教師間で再度共有して
いきたい。家庭学習の大切さ
をスタディサプリの活用方法も
含め説き続けていきたい。

新課程のカリキュラムが導入
され２年目となり、より多くの
授業で単元ごとの工夫や観点
別評価の方法を研究実践す
る必要に迫られている。その
様な中で、生徒を中心とした
より充実した授業と行事を作
り続けて行けるよう、教科を超
えた教師の学び合いと連携を
深めて行きたい。

８割以上の生徒から高い評価
を得た本校の生活指導である
が、残り２割の生徒に対して
の関わり方について、教師の
自省を促したい。次年度は一
人ひとりに更にしっかり目を向
け向き合って行くことを忘れず
取り組んで行くことを教師間で
確認しあっていきたい。
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自由の意味を理解しながら、自ら行動し心身ともに成長できる教育環境を提供する。

コロナ禍だった昨年度までと
は異なり、授業も学校行事も
ほぼ予定通りに行うことがで
きた。非日常を乗り越えた先
で迎えた学校アンケート（11
月に実施）で、保護者の半数
以上が我が子は登校に「とて
も積極的である」と答え、生徒
の８割以上が「工夫が凝らさ
れた分かりやすい授業であ
る」と回答している。
令和４年度の生徒指導件数
は０件であった。校内も常に
穏やかで、本校を希望する見
学者に対して「いつでも見に
来てください」と胸を張り言え
るまでになった。８割以上の
保護者、９割に迫る生徒から
「霞ヶ関高校は生徒に寄り
添った指導をおこなっている」
との評価も得ている。「誰に対
しても公平な生活指導をおこ
なっている」との評価も生徒・
保護者共に８割を超えてい
る。

・個々の生徒および保護者が、
学校生活を通じての生活習慣
向上に満足しているか。
・来校者および地域住民が本校
生徒の生活態度に満足している
か。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
教師と生徒の信頼関係がしっか
りと出来ているか。

・学校アンケートなどで、授業に
対する参加意欲が向上したかを
確認する。

昨年に引き続き生徒と教師の
信頼関係がしっかり出来るよ
う、特に不満に感じている層
に丁寧に向き合っていきた
い。そのためには公平且つ生
徒に寄り添った指導の継続が
必要である。

今年度も新型コロナウィルス
感染対策を進めると共に、休
校になった際の動画配信の
準備を進めていきたい。その
際の対面スクーリングとのバ
ランスを考えて行きたい。ま
た、アクティブラーニングの工
夫と研究、実践についてどの
教科・科目でも行えるように
努めたい。

・教師の授業力向上に努め
る。動画や授業配信、アクティ
ブラーニングの研究、技術向
上を図り生徒が前向きに学び
と向き合えるようにする。

・生活指導や生徒の悩み相談
に対して、教師が統一した細
やかな対応をとれるように心
がける。
・ホームルームをはじめ、
様々な場面で倫理観の更な
る向上に努め、生徒個々の自
発的な変容を図る。・三者面
談等を活用し、家庭と学校の
連携を図る。
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大学進学をはじめ、例年以上
に希望進路実現を果たした者
が増えた。これは、生徒本人
の努力は勿論のこと、在校生
に好評だった進路指導の企
画・実行力と補習・補講の充
実の２点によるところが多い
のではと分析している。しか
し、どうしても全日制の生徒と
競い負けすることが少なから
ずあることは否めない。この
点についてが、今後の重点課
題である。

９割以上の生徒が「校内美化
や生活環境が良い」と評価し
た。これは生徒会をはじめ、
全校生徒と教師、そしてPTA
活動の取り組みの賜物であ
る。そのような校内環境が、
生徒の８６％、保護者の９１％
で「本校生の言葉づかい・服
装・態度は、しっかりしてい
る」との評価に繋がっている
のだと分析している。

様々な事情から、進路行事は
特別コース生徒の登校する
日の放課後に全コース生徒を
対象に実施している。進路活
動に消極的であったり、視野
が狭いままの生徒について自
己の成長させるため丁寧なア
ナウンスに心掛けけて行きた
い。

希望進路が多様な本校であ
るからこそ、一人一人にあっ
たきめ細やかな進路相談と進
路指導の実践を更に充実さ
せたい。そのためにも、スタ
ディサプリやオリジナル補講
などのあり方や工夫について
の研究・実践や進路情報の収
集・分析をより積極的におこ
ないたい。

図書の蔵書数を増やすことと
衛生管理の充実が更なる課
題と思われる。今後も落ち着
いて生活出来る環境整備に
努めたい。特に衛生管理につ
いては、アルコール消毒液の
昇降口設置や清掃の徹底等
に努めたい。

「知の種をまく図書室」と「知を
教養に、教養を実りにする学
舎」を目標に次年度以降も積
極的な図書館運営と教育環
境作りに努めて行く。生徒の
より深い教養獲得と情操教育
に取り組んで行く通信制高等
学校としての本校の特色を、
今後も守り育て続けたい。

・希望進路が実現出来た者が増
えたか。
・学年段階に応じだ進路活動に
生徒・保護者が満足している
か。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
スタディサプリ利用者が、年度を
通じて利用し続けることが出来
たか。　学習効果を実感してい
るか。

・生徒や保護者が、本校の環境
整備に理解を示し満足している
か。 　　　　　　　　                　・
図書室の蔵書数が計画的に増
えているか。利用者が増えてい
るか。　本校から新型コロナウイ
ルス感染者がでなかったか。な
どを評価指標としたい。




